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令和５年産の水田における作付状況（令和５年９月15日時点）

【主食用米及び戦略作物等の作付状況】

・ 全国の主食用米の作付面積については、前年実績（125.1万ha）から0.9万ha減少（▲0.7%）し、124.2万ha
となった。

・ また、戦略作物等の作付面積については、新市場開拓用米（輸出用米等）、WCS用稲（稲発酵粗飼料用稲）
が前年より増加した。

※Ｒ５年産の麦、大豆及びその他については畑地化面積を含まない。

（万ha）

新市場
開拓用米

（輸出用米等）
米粉用米 飼料用米

ＷＣＳ用稲
稲発酵

粗飼料用稲

Ｈ29年産 137.0 5.2 0.1 0.5 9.2 4.3 9.8 9.0 10.2 48.3 3.5

Ｈ30年産 138.6 5.1 0.4 0.5 8.0 4.3 9.7 8.8 10.2 47.0 2.2

Ｒ元年産 137.9 4.7 0.4 0.5 7.3 4.2 9.7 8.6 10.2 45.6 3.3

Ｒ２年産 136.6 4.5 0.6 0.6 7.1 4.3 9.8 8.5 10.2 45.6 3.7

Ｒ３年産 130.3 4.8 0.7 0.8 11.6 4.4 10.2 8.5 10.2 51.2 3.6

Ｒ４年産 125.1 5.0 0.7 0.8 14.2 4.8 10.6 8.9 9.9 54.9 3.6

Ｒ５年産 124.2 4.9 0.9 0.8 13.4 5.3 10.3 8.7 7.9 52.2 3.5

備蓄米主食用米

戦略作物等

加工用米 麦 大　豆 その他
戦略作物等
合計面積

新規需要米

注１：加工用米及び新規需要米（米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲、新市場開拓用米）は取組計画の認定面積。
注２：備蓄米は、地域農業再生協議会が把握した面積。
注３：麦、大豆、その他（飼料作物、そば、なたね）は、地方農政局等が都道府県再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。



米の流通経路別流通量の状況

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀在庫等調査」、「農林業センサス」、
「米穀の取引に関する報告」及び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注１：集出荷業者には、全集連系を含む（ＪＡ等への出荷量324万トンのうち21万トンが全集連系）。
注２：「卸・小売等」には、加工事業者等を含む。
注３：ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。
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＜主食用うるち米＞

加工用米等、もち米等（集荷業者を通じて実需者に販売）

＜その他＞
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（参考）入手経路別の購入割合（複数回答）

対前年比
スーパーマーケット 50.5％（＋0.7％）
その他の小売店 21.7％（▲0.2％）
産地直売所 1.2％（＋0.1％）
インターネット 8.6％（▲1.1％）
生産者から直接購入 5.5％（＋0.5％）
無償譲渡 15.0％（▲0.2％）

※ 米穀安定供給確保支援機構調べを元に農林水産省で算出（令和３
年４月から令和４年３月の年平均）
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（単位：万トン（３年産米））
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【生産段階】 （単位：万トン）

年産 加工用米等 もち米 減耗

16 872 100.0% 636 72.9% 180 20.6% 56 6.4% 12 1.4% 27 3.1% 17 1.9%

17 906 100.0% 653 72.1% 183 20.2% 62 6.8% 13 1.4% 31 3.4% 18 2.0%

18 855 100.0% 631 73.8% 165 19.3% 59 6.9% 15 1.8% 27 3.2% 17 2.0%

19 871 100.0% 632 72.6% 174 20.0% 65 7.5% 17 2.0% 31 3.6% 17 2.0%

20 882 100.0% 636 72.1% 172 19.5% 64 7.3% 16 1.8% 30 3.4% 18 2.0%

21 847 100.0% 624 73.7% 161 19.0% 62 7.3% 16 1.9% 29 3.4% 17 2.0%

22 848 100.0% 594 70.0% 174 20.5% 71 8.3% 22 2.6% 32 3.8% 17 2.0%

23 840 100.0% 604 71.9% 170 20.2% 66 7.9% 16 2.0% 33 3.9% 17 2.0%

24 852 100.0% 616 72.3% 167 19.5% 69 8.1% 19 2.2% 33 3.9% 17 2.0%

25 860 100.0% 626 72.8% 165 19.2% 69 8.0% 21 2.4% 31 3.6% 17 2.0%

26 844 100.0% 616 73.1% 154 18.3% 73 8.7% 27 3.2% 30 3.5% 17 2.0%

27 799 100.0% 579 72.5% 146 18.3% 74 9.2% 25 3.1% 33 4.1% 16 2.0%

28 804 100.0% 582 72.3% 146 18.1% 77 9.6% 26 3.2% 35 4.4% 16 2.0%

29 782 100.0% 569 72.8% 139 17.7% 74 9.5% 26 3.3% 33 4.2% 16 2.0%

30 778 100.0% 576 74.0% 130 16.7% 73 9.3% 28 3.6% 29 3.7% 16 2.0%

元 776 100.0% 577 74.3% 129 16.6% 70 9.1% 27 3.4% 28 3.7% 16 2.0%

2 776 100.0% 580 74.7% 124 16.0% 72 9.3% 28 3.5% 29 3.8% 16 2.0%

3 756 100.0% 561 74.2% 121 16.0% 74 9.8% 28 3.7% 31 4.1% 15 2.0%

その他
生産量

出荷・販売 農家消費等

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀現在高等調査」（22年産以降は「生産者の米穀在庫等調査」）、「農林業センサス」、「米穀の取引に関する報告」及
び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注：１）平成21年産までの推計に用いた「生産者の米穀現在高等調査」と22年産以降の推計に用いている「生産者の米穀在庫高等調査」では調査対象農家の定義が異なる

（前者は10ａ以上稲を作付（子実用）している農家、後者は販売目的の水稲の作付面積が10a以上の販売農家が対象）ことから、22年産から推計手法を変更している。
２）生産段階には、このほか、①集荷円滑化対策による区分出荷米（17年産8万トン、20年産米10万トン）、②品質低下に伴う歩留り減（22年産米10万トン）がある。
３）ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。

米の流通の状況（平成16～令和３年産米）
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